
「言霊百神」、「言霊精義」、「言霊開眼」における、
五十音図への言及。

五十音図は
魂を写す鏡である、その１。
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＜はじめに＞

私たちの頭の中には、五十音図と漢字が入っていて、
講演などにおいて、他人が話すのを聞いているときに、それらを脳裏に描いているので、

同音異義語であっても、それらを区別し、ほとんど誤解することがありません。
それほど日本人の理解力は優れているのです。
また、カタカナ・ひらがな文字があるお陰で、

多くの外来語を、漢字による日本語の熟語として、新たに創る必要はなく、
そのまま外来語の発音を真似た仮名文字で表現しても、

大部分の日本人は違和感を覚えない。
日本語の体系として同化させてしまう能力に長けている。

さらに日本語には、たくさんの助詞（て・に・を・は等）が使われ、
これにより、「話し言葉」、「読み書き言葉」ともに、

非常に穏やかな抑揚の少ない＜言葉の世界＞を創造した。
このような＜言葉の体系＞が、私たち日本人が共有する日本文化の様式を

生み出すのに因果的に関わったと思われる。
その結果、世界的にも希な闘争的でない穏やかな言語体系ができあがった。

私たち日本人が持つ固有の文化は、周囲に広がる自然の中に見つかるあらゆるものを、
生き物と、それに無生物と呼ばれる自然物のすべてが、神性を持つことを認め、

それらを大切に扱うという伝統に立つ。これが日本人の持つ文化の様式を担っているのです。
参照文献：「日本語は本当に＜非論理的＞か」：桜井邦明
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五十音図は魂を写す鏡（鑑：かがみ）である。
五十音図の配列組織如何によって種々な人生観、世界観、宇宙観、生命観の範疇（型式）を端的に示すことが出来る。

即ち人間の思想の差異は五十音の配列の相違を以て端的に示すことが出来る。
父、母、子音の組合せ方によって夫々の思想の組織を煩雑な哲学や概念や、

混み入った図形を用いずして簡潔に表現出来、然も正確である。
故に一概に五十音図と云っても拠って立つ思想、心の構えの相違によっていろいろな音図があり、

五十音図に写すことによって、その人格なり、その国の憲法、政策なりの全貌を一眼で表現理解し得る。
五十音図は鏡であるから、正しい心は正しいなりに、禍った心は禍ったなりに音によって写し出される。

この様に五十音に還元表現して思想の全貌を観取し、行動の習癖を規定判断することを「甕速日（みかはやび）」を云う。

「千（道）早振る神代」の早振りとは、
一切の種智である五十音を以て森羅万象の実相を簡潔迅速に把握表現する方法である。 新装言霊精義（119頁～120頁）

日本語は、世界言語の中で、
唯一とも言える、マトリックス＜五十音図＞構造を有する言語である。
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＜布斗麻邇音図：カタカナ版＞

＜布斗麻邇音図：アルファベット版＞



すべての言葉は、
このマトリックス＜五十音図＞構造を介して紡ぎだされる。

それはあたかも、＜機織り機＞の縦糸と横糸が
交互に織りなされて『言葉の織物』が紡ぎだされるようでもある。

五十音図は母音と父韻を縦横の糸として織って行く神衣（かんみそ）である。

アラキニと云う少女は織物の業に長けて居た。慢心して智慧の女神アテナに織物のコンクールを眺んだ。二人は並んで織物の座についた。
アラキニが織り出した模様は、白鳥に身を変じて美女レダを愛したツオイス（ジュピター）の痴態と云った様な神々のスキャンダルの絵姿だった。

人々はその見事な出来栄えを褒めた。これに対してアテナ女神が織りだした模様は神々の善行と美徳を表わした絵姿だった。
人々は女神の織物を少女のそれに増して称賛した。コンクールに敗れたアラキニは罰せられて蜘蛛に身を変えさせられた。

今でもアラキニは木陰に身を潜めて恥らい乍ら、然しその時の姿のままに巣を織り続けて居る。五十音図は母音と父韻を縦横の糸として織って行く神衣である。
アラキニが織った模様は神神の善悪と醜態をあからさまに暴露したもので、天津金木である。
女神が織った模様は神々の智慧と徳行とが整然と示されたもので、天津太祝詞である。

蟹と蜘蛛（ささがに）とはよく似た動物だが、蟹は二本の手と八本の足で計十本となる十拳剣の呪物に用いられる。 ※出典：言霊精義

＜天津太祝詞音図：アルファベット版＞

＜天津太祝詞音図：カタカナ版＞

4



マトリックス＜五十音図＞は、全６種類を有し、
それぞれの五十音図は魂を写しだす鏡（鑑）である。

＜天津太祝詞音図＞：十拳の剣
大祓祝詞に説く如く天津菅麻の未整理原始的思惟の素材を整理し、

天津金木の永劫未完成、末法万年を続ける「永断道路」の無秩序、無方針、無目的の人類思想に
生命に即した合理性をあらしめる、全人類待望の予定された世界の組織経綸方法である。
天津太祝詞は主体側の主観からのみて樹てられるのではない。
かつて一度は「絶妻（ことど）の誓」を度して高天原と予母都国に別れた伊邪那岐、美二神、
生命の主体と客体、アとワ、イとヰが再び相呼応協力して文明を成就する道である。

＜赤珠音図＞：八拳の剣
いわゆる原始共産主義の体制と考えられる。「赤珠は緒さえ光れど」と玉の緒が光る
と云うのであるから、オ言霊を貴重として八父韻が進行する道のハーモニーを見いだそうとする
経営である。然し一面には父韻がカ音から出発するからには既に存在するものを主体が収納する
事から始まる動き方で、この意味でアイウエオの天津金木の唯物論、現象論と同じである。
※赤珠音図、宝音図は、先師武智時三郎氏より教伝されたものである。

＜天津菅麻音図＞：八拳の剣
生まれたばかりの無染無垢の赤子の精神内容であって、

成長するに連れて将来顕出し自覚すべきすべての精神素材を保有したまま、未だ発現しない状態。
「喜怒哀楽未だ発せざるこれを中と謂う（中庸）」と云われるところに当たると考えてよい。
仏教の胎臓界曼荼羅に相当する。菅麻（すがそ）とは清々しい精神の素（そ）と云う意味であり、
天津菅麻音図は、未だその並べ方に法則がない、混沌とした「湧く結び」の音図である。

＜天津金木音図＞：八拳の剣／韓鋤（からさび）の剣
現在の世界人類の思想体系である。母音「アイウエオ」のウ音に中心、焦点が置かれてあり、
すべて感覚的なもの現実的なものが人間の中心となっている。その他の４つの知恵は
随意的な付随的な意味しかない。芸術も宗教も学問もすべて感覚に従属して居る。
感覚的な現実が人生の主眼主目的である事に於いては、
現在の世界の資本主義も共産主義も民族主義もおしなべて同様である。
・主基/アカサタナ：「あかるいさとりのたをなせ（明るい悟りの田を成せ）」
・悠紀/ハマヤラワ：「はをまとめてやつにならべてわせ（端を纏めて八つに並べて和せ）」

＜宝音図＞：九拳剣
仏教、キリスト教、マホメット教等の今日までの世界の宗教の宇宙観、自然観、神観に立脚した
思想の体系を現して居る。その母音の上の根拠はア言霊である。
すなわち子音がアと云う胞衣（えな）を被って居るということができる。ア言霊は所謂大我であって、
宇宙即自己、神我一体のヘーゲル哲学の謂う「主観態の無限性的真態」を出発点として
終始一貫これを貫いて行こうとする態度である。宇宙は無限であって、其処に総てが包蔵され、
其処から総てが創造され顕出して来る。然もそのすべてが大我であり吾（われ）であり、
その吾の財産である。「吾が宝はさながら山の如し」とこの音図を読む。

※出典：新装言霊精義 5



天津太祝詞音図は、魂を写しだす鏡（鑑）であり、
全人類待望の、予定された世界の組織経綸方法である。

天津太祝詞における母音の樹て方は人間の一切種智である
言霊イ、布斗麻邇の五十音曼荼羅を以て結界された領域に於て、アイエオウの

慧智エ、SOPHINを中心とする。また父韻の八律の発展のリズムは
タカマハラナヤサ、すなわち、

創造（タ）、収納（カ）、整理（マ）、啓発（ハ）、浸透（ラ）、成熟（ナ）、繁栄（ヤ）、調和（サ）の順序の
道程である。この順序は文明の最高の福音であるから太祝詞と云う。

これを「高天原成弥栄和（タカマハラナヤサ）」と漢字にパラフレーズする。
生命の自覚に立った文明創造のリズムである、タカマハラ（高天原、天国、極楽浄土）が

実現すれば、ナヤサ（弥栄と調和）の世界が地上に実現すると云う意義である。

ワ
・
陰

サ ヤ ナ ラ ハ マ カ タ ア
・
陽調

和
繁
栄
成
熟
浸
透
啓
発
整
理
収
納
創
造

＜天津太祝詞音図：八咫鏡＞：十拳剣

父韻

半
母
音

ワ サ ヤ ナ ラ ハ マ カ タ ア

母
音

ヰ シ イイ ニ リ ヒ ミ キ チ イ

ヱ セ エ ネ レ ヘ メ ケ テ エ

ヲ ソ ヨ ノ ロ ホ モ コ ト オ

ウ ス ユ ヌ ル フ ム ク ツ ウ

（ア）：感性／宗教・芸術
（イ）：生命意志／布斗麻邇

（エ）：理性／道徳・政治
（オ）：悟性／科学・歴史
（ウ）：感覚／産業・経済

6



＜天津金木音図＞

父韻

半
母
音

ワ ラ ヤ マ ハ ナ タ サ カ ア

母
音

ヰ リ ヰ ミ ヒ ニ チ シ キ イ

ウ ル ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ

ヱ レ ヱ メ ヘ ネ テ セ ケ エ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

ワ
・
陰

ラ ヤ マ ハ ナ タ サ カ ア
・
陽浸

透
繁
栄
整
理
啓
発
成
熟
創
造
調
和
収
納

「天津金木」は現在の世界人類の思想体系である。
この音図は母音アイウエオのウ音に中心、焦点が置かれてあり、すべて感覚的なもの現実的なものが人間の関心の中心となっている。

その他の四つの知情意は付属的な意味しかない。芸術も宗教も学問もすべて感覚に従属して居る。
感覚的な現実が人生の主眼主目的である事に於ては、現在の世界の資本主義も共産主義も民族主義もおしなべて同様である。
そのカサタナハマヤラと云う父韻の順序を見ると自己への収納を事とするカと云う意志の発現を人生の出発とし基調とし、
これに接続するリズムはすべてカ（利己心）に従属する形で続いて行く。全体が未完成で渾沌であり混雑して居る。

その世界ではウの権力を掌握行使する者が他を支配し専断横行して居る。
我々現代人はこの天津金木音図を心の憑り代として、と云うよりは世の中は世の始まりから斯うしたものだと諦めて、

と云うよりはこの生命の憑り代とするには応わしからぬ世界観の中に閉じ込められて、
当て途なく右往左往して居る。本人は深い雲霧の中を彷徨して居るつもりだろうが、実は天津金木と云う籠の中で

自由と真実を求めてバタバタと騒いで居る小鳥である。
この籠から脱出しようとしても、或はこれを維新し革命しようとしても、人間本具の自由な先天性である母音の体系も父韻の律動も

ついぞ誰からも教えられた事のない今の儘の人間には鳥籠から解脱しよう方法がない。

「天津金木音図」は、現在の世界人類の思想体系である。

（ア）：感性／宗教・芸術

（イ）：生命意志／布斗麻邇

（ウ）：感覚／産業・経済
（エ）：理性／道徳・政治
（オ）：悟性／科学・歴史
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＜天津菅麻音図＞

父韻

半
母
音

ワ ナ ラ マ ヤ ハ サ カ タ ア

母
音

ヲ ノ ロ モ ヨ ホ ソ コ ト オ

ウ ヌ ル ム ユ フ ス ク ツ ウ

ヱ ネ レ メ ヱ へ セ ケ テ エ

ヰ ニ リ ミ イ ヒ シ キ チ イ

ワ
・
陰

ナ ラ マ ヤ ハ サ カ タ ア
・
陽成

熟
浸
透
整
理
繁
栄
啓
発
調
和
収
納
創
造

「天津菅麻」は度々説いた如く人間の胎児の
若しくは生まれたばかりの無染無垢の赤子の精神内容であって、

生長するに連れて将来顕出し自覚すべきしべての精神的素材を保有したまま、未だ発現しない状態。
「喜怒哀楽未だ発せざるこれを中と謂ふ」（中庸）と云われるところに当ると考えてよい。

仏教の胎臓界曼荼羅の相当するものである。
管麻とは清々しい精神の素（そ）と云ふ意味であり、

やがて発現する母音、父韻、子音の準備はすべて整っては居るが、すべて未整理、未自覚状態である。
五十音を一応この様に配列してあるが、

未だその並べ方に法則がない、渾沌とした「湧く結び」の音図である。

「天津菅麻」は、生まれたばかりの無染無垢の赤子の
精神内容であって、渾沌とした「湧く結び」の音図である。

（ア）：感性／宗教・芸術
（オ）：悟性／科学・歴史

（ウ）：感覚／産業・経済
（エ）：理性／道徳・政治
（イ）：生命意志／布斗麻邇
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人間は自分で発した言葉を自分で聞いて自分で確証する。
すなわち頭脳の真奈井から発した言葉は再び真奈井に還って来て出発の時の理念と帰還の時の言葉の姿が照合されて、

其処に存在する先天によって誤りなき事が自証される。この途中で障害や混乱が起こって自証がなされない言葉は夢中の戯言であり、
上すべりの観念であり、うろ覚え、聞きかじりの言葉である。

日本人が昔から親しんできた和歌や俳諧は自らの言葉を自ら正く納得し、人にも納得させるための修練である。
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①
天
の
真
奈
井
の
扉
を
開
い
て
全
陽
性
で
あ
る
タ
音
が
い
き
な
り
躍
り
出
て
来
る
。

大
事
忍
男
神
（
お
お
こ
と
お
し
を
の
か
み
）
と
云
う
。

易
で
示
せ
ば

の
卦
で
あ
り
、
仏
教
を
借
り
て
云
え
ば
一
大
事
因
縁
と
云
う
。

何
故
人
間
が
言
語
を
発
し
、
そ
の
言
語
に
よ
っ
て
森
羅
万
象
を
認
識
表
現
す
る
か
、

そ
れ
は
人
間
精
神
の
先
天
的
基
本
構
造
が
ト
ヨ
（
十
四
個
）
の
父
母
音
で
あ
る
こ
と
に
存
し
、

そ
の
先
天
が
意
識
以
前
の
無
意
識
の
段
階
に
於
て
活
動
し
組
合
わ
さ
れ
て
言
語
即
心
象
即
現
象
と
し
て

全
宇
宙
の
内
容
を
識
別
表
現
す
る
。
そ
の
宇
宙
の
全
内
容
の
全
的
端
的
な
顕
現
出
発
が
、

タ
（
田
、
五
十
音
）
音
で
あ
る
。
識
別
表
現
は
そ
の
ま
ま
創
造
で
あ
り
、

人
間
は
中
今
の
各
瞬
間
毎
に
宇
宙
の
創
造
を
行
っ
て
い
る
造
物
主
す
な
わ
ち
神
で
あ
る
。

②
湧
き
出
て
来
る
知
情
意
の
各
々
が
確
実
に
自
己
を
表
現
す
る
に
必
要
な

肉
体
発
生
器
官
機
能
を
使
役
し
て
言
語
の
要
素
が
構
成
さ
れ
て
行
く
様
相
で
あ
る
。

③
音
波
と
な
っ
た
意
志
の
波
動
が
、
息
吹
き
で
体
外
に
出
て
空
中
を
飛
翔
伝
達
さ
れ
、

そ
の
音
が
耳
朶
（
み
み
た
ぶ
）
に
入
り
鼓
膜
を
刺
激
し
て
、
中
耳
を
経
て
元
の
出
発
点
で
あ
る

頭
脳
の
思
惟
中
枢
へ
帰
っ
て
行
っ
て
「
聞
し
召
」
さ
れ
る
。

若
し
く
は
そ
の
音
波
が
他
人
の
耳
に
入
っ
て
聞
か
れ
て
言
葉
と
し
て
承
認
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。

一
般
に
誰
も
気
が
付
か
ぬ
事
だ
が
、
此
処
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
人
間
の
発
す
る
音
波
は
耳
に
聞
か
れ
、

頭
脳
に
認
識
さ
れ
て
初
め
て
言
葉
（
ナ
・
名
、
コ
・
子
）
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

真
奈
井
か
ら
出
た
当
初
は
無
音
の
理
念
で
あ
り
、
空
中
に
漂
っ
て
居
る
間
は
無
音
の
空
気
振
動
（
音
波
）
に
過
ぎ
な
い
。

言
葉
は
自
己
又
は
他
人
に
聞
か
れ
て
初
め
て
言
葉
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
人
間
の
機
能
を
忍
穂
耳
命
（
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）
と
云
う
。
言
葉
を
聞
く
生
命
の
作
用
で
あ
る
。

人
間
は
自
分
で
発
し
た
言
葉
を
自
分
で
聞
い
て
自
分
で
確
証
す
る
。

す
な
わ
ち
頭
脳
の
真
奈
井
か
ら
発
し
た
言
葉
は
再
び
真
奈
井
に
還
っ
て
来
て
出
発
の
時
の
理
念
と

帰
還
の
時
の
言
葉
の
姿
が
照
合
さ
れ
て
、
其
処
に
存
在
す
る
先
天
に
よ
っ
て
誤
り
な
き
事
が
自
証
さ
れ
る
。

こ
の
途
中
で
障
害
や
混
乱
が
起
こ
っ
て
自
証
が
な
さ
れ
な
い
言
葉
は
夢
中
の
戯
言
で
あ
り
、

上
す
べ
り
の
観
念
で
あ
り
、
う
ろ
覚
え
、
聞
き
か
じ
り
の
言
葉
で
あ
る
。

日
本
人
が
昔
か
ら
親
し
ん
で
来
た
和
歌
や
俳
諧
は
自
ら
の
言
葉
を
自
ら
正
く
納
得
し
、

人
に
も
納
得
さ
せ
る
た
め
修
練
で
あ
る
。
以
上
を
省
み
れ
ば
、
タ
音
以
下
三
十
二
音
の
誕
生
を
、

現
代
の
学
問
の
範
囲
内
で
説
明
す
れ
ば
、
子
音
発
生
の
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

（新
装
言
霊
精
義
71
頁
）
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